
（別紙３）

～ 2026年　5月　16日

（対象者数） 15名 （回答者数） 13名

～ 2026年　5月　16日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
職員一同、子ども一人一人の課題や成長を共有し、次の

ステップに繋げていけるようにする。

2

保護者の方になかなかお会いできないご家庭は今後は

メールや電話、面談などでその子について詳しくお話を

していきたい。

3

新しい活動を取り入れ、マンネリにならないように内容

が更に充実するように心がける。インスタ等のSNSを参

考にし視野を広げてプログラムを考えていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
児童館などの催し物に参加して、地域交流を進めていき

たい。

2

長期休みなど放課後等デイサービスの児童がいる時に縦

割りで一緒に取り組めるものを企画し、集団療育に繋げ

ていきたい。

3 保護者会以外でも保護者が参加できるものを企画する。

○事業所名 ネクストエール立川上砂教室

○保護者評価実施期間 2026年　４月　6日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2026年　4月　6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　6月　2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

1日の利用人数が1～4人の為、少人数での療育という事

で個別療育をしっかり行える。

個別課題など一人一人に合ったカリキュラムを作るよう

心掛けている。

地域との交流の場が持てていない。

少人数の療育になり集団療育ができていない。

保護者会の回数が少なかった。

まだ、児童発達支援の利用の人数が放課後等デイサービ

スの利用人数との兼ね合いで多く取れていない。

年に一度になってしまっているので機会を増やしていき

たい。

教室と家庭との連携が取れている。
当日のフィードバックを丁寧にお伝えし、家庭での様子

もお伺いしている。

月のプログラムをバランスよく入れる事で5領域を含め

た療育ができている。

プログラム会議を行い、職員たちの声をすぐに反映でき

るよう風通しの良い会議にしている。前月と違うプログ

ラムになるように各活動の担当を変えていき色々な目線

からプログラムを考えるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域に出て他の子どもとの交流の機会が持てなかった。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

ネクストエール立川上砂教室
公表日  令和　８　年　６　月　２５　日

利用児童数 15名 回収数 13

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 11 0 0 2

広々とした空間で様々な取り組みを

されていると感じました。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 11 1 0 1

・先生方が数名いらっしゃるので安心です。

・その日に何人の職員さんが入ってくれている

か分からない。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

と思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリ

アフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思います

か。

10 1 0 2

「こどもにわかりやすく構造化され

た環境」になっていると感じます。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いま

すか。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いま

すか。

12 0 0 1

お邪魔した時に過ごしやすそうと感

じました。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のあ

る支援が受けられていると思いますか。 
11 2 0 0

・利用前の契約日などで、子供の特性な

どについて事前にお話できたことが良

かったです。

・子どもの性格を理解し、ひとりひとり

に向き合って対応していただいていると

思う。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内

容と合っていると思いますか 。
10 2 0 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観

的に分析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成さ

れていると思いますか。

13 0 0 0

とても丁寧に話を聞いてくださり、

支援計画をたてていただいていると

思います

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援

 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いますか。

13 0 0 0

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 11 1 0 1

まだ数回の利用なので、すみません

…分からないです。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思

いますか。
8 2 0 2

毎月のプログラム内容を見て、色々

な取り組みがされていると感じまし

た。

視覚的な分かりやすさや環境の構造化につ

いて実感していただけて大変光栄です。お

子様が「次に何をすればいいか」を自分で

理解し、見通しを持って主体的に活動でき

るよう、今後も障害特性に配慮した環境設

定を徹底してまいります。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

教室の環境づくりについてお褒めいただきあり

がとうございます。お子様たちがのびのびと、

かつ安全に様々な活動に取り組めるよう、今後

も活動スペースの適切な確保とレイアウトの工

夫に努めてまいります。

安心して通っていただけているとのお言葉、大

変励みになります。一方で、当日の職員配置状

況が保護者様から見えにくかった点について配

慮が不足しておりました。今後は、連絡帳や教

室内の掲示板、あるいは送迎時のフィードバッ

クの際に、当日の担当職員や配置人数を定期的

にお伝えする工夫をし、より安心して安心して

お子様をお預けいただける体制づくりに努めて

まいります。

適

切

な

支

援

の

提

供

居心地の良さを感じていただき大変嬉しく

思います。お子様たちが毎日清潔でリラッ

クスして過ごせるよう、日々の清掃や衛生

管理、安全な空間維持を徹底し、笑顔で過

ごせる環境を保ち続けます。

事前カウンセリングや日々の関わりについ

て温かい評価をいただきありがとうござい

ます。お子様一人一人のきめ細やかな特性

や性格を捉えた個別療育は当教室の大きな

強みです。今後も職員間で毎日の様子や成

長のステップをしっかりと共有し、常にお

子様の特性に深く寄り添った最適な支援を

継続してまいります。

事前のお話や計画作成について温かいお言葉

をいただきありがとうございます。保護者様

とお子様のニーズにしっかり寄り添うことが

療育の第一歩です。今後も定期的な面談等を

通じて丁寧にお話を伺い、常に最適な個別支

援計画の更新・実施に努めます。

ご利用開始間もない時期は、計画に沿った

支援がどのように進んでいるか見えにくい

部分があったかと思います。今後はご利用

初期の保護者様に対しても、日々の活動が

個別支援計画のどの目標に繋がっているの

かを、送迎時やフィードバックの際により

具体的かつ分かりやすくお伝えするよう意

識してまいります。

毎月のプログラムに関心を持っていただき

ありがとうございます。お子様たちの興味

関心を広げ、5領域をバランスよく刺激で

きるよう、職員間で定期的にプログラム会

議を行い、今後もマンネリ化しない新鮮で

充実した活動を企画してまいります。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこ

どもと活動する機会がありますか。
6 1 2 4

みなさん忙しそうな様子で話しかけ

るタイミングが分からなく、交流が

難しいです。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等

について丁寧な説明がありましたか。
13 0 0 0

親切に教えていただきました。あり

がとうございます。

13
「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされまし

たか。
12 0 0 1

覚えてないです、すみません…

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレー

ニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われ

ていますか。

6 3 0 4

保護者会があり、先生方や他のママ

さん達のお話を聞けたことが勉強に

なりました。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の

状況について共通理解ができていると思いますか。
11 2 0 0

送迎時に先生方とお話する機会が少

しあるので、できていると感じま

す。

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われています

か。
10 1 1 1

まだ数回の利用なので、分からない

です。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 11 2 0 0

みなさん優しくて親切です。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士

の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。ま

た、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の

交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされています

か。

5 2 0 6

保護者会での交流はありましたが、

きょうだい向けのイベントについて

は分からないです。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備され

ているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があること

について周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に

対応されていますか。

10 1 0 2

対応が早いです。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされて

いると思いますか。
11 1 0 1

丁寧な説明であったとのお言葉、安心いた

しました。運営規程や利用者負担等は安心

してご利用いただくための重要な事項です

ので、今後も新規契約時はもちろん、制度

の改定等があった際にも分かりやすく誠実

な説明を心がけてまいります。

対応の迅速さについて評価していただきあ

りがとうございます。保護者様からのご相

談やご要望にスピード感を持って対応する

ことは、安心な利用に不可欠だと考えてお

ります。今後も体制を整え、何かあった際

にはいつでも迅速かつ適切に対応できるよ

う連携を密にしてまいります。

支援計画の説明に関しまして、印象に残り

づらいお伝え方になってしまっていた可能

性があり、申し訳ございません。計画の共

有はお子様の成長を共に見守る上で非常に

重要ですので、今後は半期ごとの見直し時

や面談の際など、視覚的にもより分かりや

すく、要点を絞って丁寧に確認・説明を行

うよう心がけます。

保護者会へのご参加、ならびに貴重なご感

想をいただきありがとうございます。保護

者様同士の横のつながりや情報共有の場の

大切さを改めて実感しております。今後も

定期的に保護者会や子育てに関する情報共

有の場を設け、皆様の孤立防止やリフレッ

シュ、学び合える環境づくりをサポートし

てまいります。

送迎時の対話を通じて共通理解ができてい

ると感じていただき嬉しく思います。限ら

れた時間ではありますが、当日の様子やで

きたことを丁寧にお伝えすることを職員一

同引き続き意識してまいります。また、お

迎えの時間が合わずなかなか直接お会いで

きないご家庭に対しても、連絡帳の充実や

メール・お電話、個別面談などを活用し、

密な連携を図ってまいります。

ご利用開始間もない時期で、まだ面談等の

機会が十分に持てておらず失礼いたしまし

た。当教室では定期的な個別面談の実施

や、日々の送迎時・連絡帳を通じた子育て

に関する情報共有・サポートを行っており

ます。近いうちにお時間を設けさせていた

だきますので、お気軽にお悩みなどをお聞

かせください。

職員の対応について大変励みになるお言葉

をいただき、心より感謝申し上げます。お

子様にとっても保護者様にとっても、ネク

ストエールが一番に安心・信頼できる場所

であるよう、今後も全職員が常に寄り添

い、共感的な姿勢での支援を徹底してまい

ります。

保護者会での交流をご活用いただきありが

とうございます。ご指摘の通り、現在はま

だきょうだい児向けの特定のイベントや支

援をご案内できておらず、課題であると認

識しております。今後は長期休暇中など

に、放課後等デイサービスの児童やごきょ

うだいも一緒に参加できるような縦割りの

企画や合同イベントを検討し、ご家族全体

を支える支援を模索してまいります。

適

切

な

支

援

の

提

供

保

護

者

へ

の

説

明

等

職員の動きにより、保護者様が話しかけづ

らい雰囲気を作ってしまっていたことを深

く反省しております。送迎時などの限られ

た時間でも、保護者様がいつでも気軽に相

談や対話ができるよう、職員の視野や丁寧

な声かけを徹底いたします。また、地域交

流や他のお子様との関わりの機会創出につ

いても、近隣の児童館の催し物への参加な

どを通じて順次進めてまいります。



21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に

対して発信されていますか。

10 0 0 3

見やすくて分かりやすいです。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 12 0 0 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説

明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されています

か。

11 0 0 1

安心です。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必

要な訓練が行われていますか。
12 0 0 1

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知され

る等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思い

ますか 。

12 0 0 1

26

事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連

絡や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いま

すか。

13 0 0 0

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 12 1 0 0

こどもが「ネクストエール好き！」

と言っています。安心していると感

じます。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 12 1 0 0

毎朝、なかなか起きてくれないのです

が、「今日はネクストエールへ行く

よ！」と言うと、すぐ起きてくれます。

着替えもスムーズです。ネクストエール

さんへ行くことが楽しみのようです。

29 事業所の支援に満足していますか。 11 1 0 1

ありがたいです。これからもよろし

くお願いします。

各種発信についてお褒めいただきありがと

うございます。教室での活動の様子や大切

なお知らせが保護者様に真っ直ぐ伝わるよ

う、今後も視覚的に分かりやすく、タイム

リーな情報発信に努めてまいります。

保

護

者

へ

の

説

明

等

お子様にとって当教室が安心できる「大好

きな場所」であり続けられるよう、今後も

一人一人に寄り添った質の高い療育を提供

してまいります。

温かいメッセージをありがとうございまし

た。今後ともよろしくお願いいたします。

非

常

時

等

の

対

応

安心とおっしゃっていただけて嬉しく思う

と同時に、身の引き締まる思いです。災害

や事故はいつ起こるか分かりませんので、

各種マニュアルの周知を徹底するだけでな

く、お子様たちと一緒に取り組む避難訓練

等を定期的に行い、万が一の際にも確実に

お子様の安全を守れる体制を維持してまい

ります。

満

足

度

お子様が「ネクストエール好き！」と言っ

て笑顔で登所してくださること、朝の準備

のスムーズなエピソードなど、職員一同本

当に嬉しく、大きな励みになります。



（別紙５）

ネクストエール立川上砂教室
公表日  令和　８　年　６　月　２５　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ５ ０
カラーテープやパーテーションを使って仕切っ

ている

パーテーションで区切るなどの工夫をしている

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であ

るか。
３ ２

特性に応じて人員配置されている

曜日によっては少ない日がある

突発的な欠勤等が発生した場合でも、職員間での急なシフト交代や相互

フォローができる柔軟な協力体制を整えている。

時間帯や曜日により有資格者や送迎ドライバーの配置がタイ

トになる日があるため、今後はより余裕を持った人員配置計

画の策定や、複数業務の兼任育成を進めることが課題です。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

５ ０

カラーテープを床に貼り視覚的な要素を取り入れわかりやすい環境を整

えている。

視力に障害のある児童に対しては動線になるルートを布ガムテープを

貼ったり、止まるところではクッションをテープに入れたりして足の感

覚で分かるようにしている。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
５ ０

机の角や壁の角にクッションをつけたり足が入りそうなスペースには蓋

をするなど安全面に配慮している。

飲食後はすぐに掃除をし衛生面に気を配っている。また、アレルギー児

は別の机で食べるなど安全面も配慮している。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認

められる環境になっているか 。
５ ０

個別で課題が必要な児童に対しては、個別ス

ペースを設けております

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返

り)に、広く職員が参画しているか。
５ ０

朝のミーティングや振り返りで情報共有を

している。
共有事項など記録に残している

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を

設けており、その内容を業務改善につなげているか。
５ ０

保護者の方の意見を真摯に受け止め、ニー

ズに沿った改善策を提案し業務改良をして

いる。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改

善につなげているか。 
５ ０

職員が情報共有を行うことで議題についての意

見を話せる場を設けている。月に一度のミー

ティングを行い意見交換の場としている

こまめに面談を行い職員からの声を聞き

取っている

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげて

いるか。
４ １

定期的な外部評価はないが、本社から社長

やSVが臨店し、支援や運営状況の改善に

向けた指導を受けている。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内

等で研修を開催する機会が確保されているか。
５ ０

各種研修の案内が届いた際には、速やかに事業

所内で共有・受講希望者の確認を行い、計画的

な受講手続きを進めています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 ５ ０
毎月、月のプログラム表を作成し、5領域を含む内容

を保護者に公表している。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保

護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計

画を作成しているか。

５ ０
長期・短期の目標設定を保護者とヒヤリングを

行い支援計画書の作成や課題、ニーズに沿って

支援を行っている。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者

だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

５ ０
ケース会議を来ない共通認識の理解をした

のち作成をしている。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行

われているか。 
５ ０

作成後も職員に共有し、計画や目標に沿っ

た支援を行っている。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いた

フォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むイン

フォーマルなアセスメントを使用する等により確認している

か。

５ ０
アセスメントシートや個人シート等、子どもの

適応行動の状況把握や日々の行動観察を日々職

員と確認し共有を行い支援を行っている。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発

達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、

「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内

容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

５ ０

ガイドライン5領域に沿って支援内容を構

成し具体的な内容を話し合い支援内容を設

定している。
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17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ５ ０

担当職員と毎月1回プログラム会議を行っており、会

議までに各自で立案を考えて会議で発表しプログラム

を構成している。

それぞれの得意不得意分野を補い合いながらチームで

立案している。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ５ ０

プログラム会議でマンネリ化合祀対策で各

曜日に内容が被らないようにこうせいをし

ている。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせ

て児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
５ ０

一人一人に合った目標を設定し日々達成できる

ように工夫をしている。

集団の他に専門的支援を取り入れ、集団個別の

両面から支援できるよう計画を立て支援を行っ

ている。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支

援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を

行っているか。

５ ０
朝のミーティングを行い、動きの確認や児

童についての共有を行っている。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた

支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
５ ０

支援終了後に振り返りを行い、次回に行か

せるよう日々職員間で連携を取っている。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改

善につなげているか。
５ ０

職員と分担して利用者の支援記録に様子を

記録。職員全員に共有し改善に繋げてい

る。

書類についてはダブルチェックをすること

で漏れがないよう引き続き行う

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必

要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
５ ０

ミーティングや振り返り、会議で立案し今

の段階で支援内容が適切か見直していき、

調整を行っている

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会

議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
４ １

関係機関との会議については情報を共有し

児発管が同席している。
会議の機会が少ない

25

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保

育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えている

か。

５ ０ 医療ケアの連携が取れていない。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推

進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認

定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援

内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

５ ０

就学・進学に伴う移行期において、スムー

ズに適応できるよう環境調整や個別の支援

を行っている。

保育園の送迎児のみ共有ができているが、

他の児童に関しては共有の場が持てていな

い。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間

で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
３ ２

実際には機会が少ないが要望があればすぐ

に実施できる体制は取っている。

支援シートでの情報共有はできているが、

会議のような対面での共有はできていない

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と

連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っている

か。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を

受けたり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ

積極的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じて

スーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他の

こどもと活動する機会があるか。
１ ４ 地域交流の場が少ない

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状

況や課題について共通理解を持っているか。
５ ０

情報共有以外にも個別支援計画をもとに課

題や状況について情報共有し保護者の方に

理解を持いただいている。

31 ３ ２
助言を受ける機会は少なく実施できていな

い。
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34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プ

ログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる

研修の機会や情報提供等を行っているか。

４ １

保護者会の時に参加保護者にテーマを決め

て療育プログラムを抜粋して説明するなど

の情報共有を行っている

研修の機会を提供できる取り組みが行われ

ていない。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明

を行っているか。
５ ０

保護者の方にはご理解いただけるようわか

りやすく説明させていただいている。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の

尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか 。

５ ０
保護者・本人主体と考えそれをもとに個別

支援計画を作成している。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保

護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。
５ ０

支援計画の内容の確認後は保護者の方と面

談し、同意していただけている。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に

応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
５ ０

保護者の方から相談があった時には、日程

を決めて面談を行い必要な助言と支援を

行っている。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等に

より、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。また、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援を

しているか。

５ ０

年に1度保護者会を行っている。

行なった際にはグループ分けをし保護者が

話をしやすい環境設定を行っている。

保護者会を開催していないので、交流の機

会は少ない。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整

備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れが

あった場合に迅速かつ適切に対応しているか。

５ 0 要望があった場合は迅速に対応している。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用するこ

とにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや

保護者に対して発信しているか。

５ 0
日々のインスタやホームページで情報を発

信している。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ５ 0
利用者についての情報や保護者についての

個人情報は常に気を付けて管理している。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための

配慮をしているか。
５ 0

情報伝達の為、常に利用者や保護者に対し

て配慮し、適切な対応を行っている。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運

営を図っているか。
１ ４ 地域に開かれた活動はできていない。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知す

るとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。

５ 0

マニュアルに沿って速やかに対応できるよ

うにしている。

避難訓練は毎月行っている。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に

備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
５ 0

月に一回の避難訓練を自然災害を想定して行っ

ている。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確

認しているか。
５ 0

服薬が必要な場合は用紙に記載してもらってい

る。

また、アレルギーやてんかんについては保護者

に確認しながらマニュアルを作り、職員で共有

している。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく

対応がされているか。
５ 0

事前にアレルギー表を明記していただき、アレ

ルギー該当時に関しては食事提供の場を分けて

いる。

49

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要

な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われて

いるか。

５ 0

会社のマニュアルを参考にメンテナンスを行

い、安全管理を行っている。

ヒヤリハットを全職員で共有し改善策を考えて

いる。

50

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、

安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか

 。

４ １
事前に緊急連絡先や保護者との連携を迅速に取

れるよう保護者の方にも周知している。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策につ

いて検討をしているか。
５ 0

職員間で再発防止について話し、情報共有をし

ている。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対

応をしているか。
５ 0

社内研修や会社のマニュアルを通して日々

の児童に対する対応やリフレーミング等適

切な療育を心掛けている。
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53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織

的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た

上で、児童発達支援計画に記載しているか。

５ ０

身体拘束を行う対象児童はいないが、必要

となった時には保護者と事前にヒヤリング

を行い支援を行う。
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